
1
benseiren  news　No.46　平成28年(2016年)10月

発行／平成28年10月11日　発行者／日本弁護士政治連盟
〒100‒0013東京都千代田区霞が関1-1-3
弁護士会館15階　TEL 03-3580-9975

www.benseiren.jp

OCT
2016

平成28年（2016年）10月

No.46
政治を動かす・未来を動かす
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～弁政連の役割～
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【菊地】　弁政連支部から
5名の先生にお集まりい
ただき、弁護士会と自治
体・行政との連携という
テーマでお話をいただき
ます。弁政連各支部が弁
護士会と自治体連携につ
いてどのような活動を
行っているか多角的にご
報告・ご意見いただきたいと存じます。
私は弁政連の副理事長・組織強化委員長という役
目と日弁連の自治体等連携センターのセンター長を
務めているということで本日の司会をさせていただ
きたいと思います。早速ですが、各支部で取り組ん
でいる行政連携の事案、事例をご紹介いただいて、
うまくいっているうまくいかなかったというような
点も含めてご紹介いただきたいと思います。
【緒方】　24期で広島支部の代表を務めております。
広島支部は初期の頃は弁政連本部から色々な要請を
いただいて議員に対する要請行動が多かったと思い
ます。ところがその要請がない時はなかなか目に見
える活動ができていないというのが実情でした。若
手と話をしてみると面白くないと、どうにか工夫を
しなければいけないということから、もっと自由に
のびのびとさまざまな発想を元に活動するべきでは
ないかと盛んに話し合った結果、かなり面白いアイ
デアが若手から出てきて、それを一つ一つ実現して

いこうという気風がうまれてきました。失敗例から
いいますと、これは私の事務所の若手の弁護士が苦
労した事件で、市役所を務めあげる寸前の人が自転
車に乗って歩道を軽く走っていて、76歳のおばあさ
んとぶつかって彼女はお亡くなりになりました。相
手方に代理人がついて、2800万くらいの請求が来た
と、保険に入っていなかったと。たかが自転車で、
たかが歩道で、たかが軽く当たったぐらいでという
誰もが思いました。しかし事故結果は重大なもの
で、頭を打って命が失われる。彼は保険に入ってい
なかったのです。そのことによって人生が決定的に
変わってしまう退職金を失う危機にも直面しまし
た。市役所と警察に働きかけてこういう不幸が起き
ないような予防措置というものを条例化できないだ
ろうかと取り組みました。条例を作って欲しい。議
員さんに私たちが知恵を出すから議員提案でつくっ
てもらってもいいし、どうだろうかと。最終的に理
解できたのは条例というのはトップダウン、首長が
よしやろうということで下におろすという形でない
とできない。それから実証、その条例によってどん
な風に社会が変化したか、どう良くなったかという
ことが検証できるかどうか。じゃあどうすればいい
のか、せめて保険にはみんな入ってほしい。自転車
に保険がついていると錯覚しがちだけど自転車の保
険の種類はこうですよ、それから自分の傷害保険の
中でカバーができるかどうかよく見てくださいとい
うのを広めていこうと。特に中学生、小学生とか子
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どもに親が自転車を買い与えて通学に使っている場
合も保険がカバーされているのかどうしたらいいの
か。だいぶ市と相談したのですが、消費者委員会な
どを通じてこういうことは気を付けようというしか
なかった。もっと実務的に考えないといけなかっ
た。最初の思いつきの行動で、最初のとん挫だった
わけです。歩道を年配の奥さんが自転車でぶらぶら
としていて、そこにロープがあって躓いて転んでし
まった。眼鏡が壊れてけがをした。これも裁判に
なったわけです。自転車は車道と歩道どっちを走れ
ばいいのか。これは法律的にも行政的にも明確に
なっていない中で様々な事件が起きている。警察と
も何度も話しましたが、お手上げなんですと。しか
しこれを期に弁政連の若手はもっといろいろ考えな
がら現実的にやっていきましょうということで、特
殊詐欺、オレオレ詐欺の対策を県警と連携してやっ
とうまく行きかけています。やっとそういう方向に
来つつあります。
弁護士会ができることと弁護士会ではなかなか取
り組みにくい問題もあり、これを弁政連でやろうと
いう発想があります。弁政連としては市会議員、県
会議員と非常に仲が良くなっています。一人一人
と、それがずっと続いた中でその人たちと話をして
条例を作って少しでも社会を良くしていきたいとい
う動機ですかね。その中からそういう条例を作ろう
という方向に入っていったという前提があるとご理
解ください。
【田邊】　山梨支部事務局
長の田邊護38期です。平
成26年に日弁連の副会長
を務め行政連携の担当を
やり、その後もメンバー
としてかかわっている状
況です。山梨支部は平成
20年に立ち上がり、正直
言って活動自体は今はや
や低調です。弁政連とい
うと国会議員との意見交
換等が主になりますが、
山梨では地方行政連携の分野である程度の活動を
行ってきたという実績があります。当初山梨で行政
連携を意識したころには弁政連が政治的に力のある
政治家を呼んで、弁護士の実情を理解してもらう橋
渡しをするようなことを行いました。高齢者・障が
い者の委員会の立ち上げの時の委員長をやりまし
て、福祉の分野には、高齢者や障がい者に対する虐
待等様々な問題がありますが、弁護士がアドホック
に相談をうけて何かをやることで解決することはほ
とんどないのではないかと思います。地域包括支援
センター等の地域に密着した行政の施設のワーカー
たちと情報を共有したりして、福祉の専門家に頼る
分は頼り、借金問題など弁護士が処理しなければな
らない分野は弁護士がやるというように、行政が関

与して複合的に一つの紛争を解決する形にしないと
本当に解決しないという実態がかなりあると感じま
した。山梨県の行政関係では個別の法律相談はやっ
ており現場とは付き合いはあったりするのですが、
行政全体を仕切るところに弁護士やそれ以外の専門
職が連携しあうことがいかに重要かということを理
解してもらいたいという意識の元で、弁護士会の会
場を借りて当時の山梨県知事を呼んで、高齢者・障
がい者、子どもの権利、民暴の委員会から委員長が
出て、それぞれの委員長がかなり詳細に今やってい
ること、あるいは現在の問題意識、それから行政に
どういうことを望むのか、あるいは行政に関わらな
いとだめなのだということを相当強くプレゼンをし
てもらって懇談をしたということがありました。そ
の結果、知事は非常に感銘を受けたようで、これは
大切なこと大変なことだと、すぐに福祉保健部の主
だった幹部職員に号令をかけて、弁護士会との協議
を具体的に進めるよう指示を出しました。それ以
降、福祉保健に関する主要部局、主要なセクション
とは人的につながりを持ち、また定期的に行政を含
む福祉関係者との勉強会等を開催するなどの活動を
行っています。弁政連が火をつけたというか、トリ
ガーを引いたというか、後はその年その年の執行部
が意欲的に取り組んできたので現在まで相当行政と
のつながりが深くなってやりやすくなっている環境
が維持できていると思います。
【菊地】　とても効率的なきっかけトリガーですね。
知事を引っ張りだす秘策などがあったのですか。
【田邊】　秘策の様なものはなかったのですが、弁政
連で何かやらないと、というところから始まり、当
時私を含めて高齢者、障がい者の分野は先ほども申
し上げたようにどうしても弁護士だけでは中途半端
というか本当の意味で紛争解決に至っていないとい
う思いがあって、ストレートにプレゼンしてみよう
と。それは秘策というより弁政連ですからそれなり
の応援団のつながりの中でプッシュしてもらって。
その辺の技は個別の人的関係だと思いますけどそう
いう部分は重要なんだなと思っております。
【佐藤】　新潟の56期佐藤克哉と申します。私は地元
国立大学の専任教員をしておりますので、弁政連の
会員としては登録しておりません。とはいえ弁護士
会の活動の中で行政ほか様々な機関の連携に関わっ
ておりまして、その中で弁政連が大切なパイプに
なったということを経験しているので、そのような
立場でお話をさせていただきます。まず新潟県弁護
士会の行政連携活動ですが、きっかけは自殺防止活
動です。新潟県は大変自殺率が高いところでして、
その自殺に至る経緯というのを考えてみると最初は
家庭内の問題があって、それが経済的な問題にまで
発展して、「うつ」になって、どうしようもなくなっ
て死に至ると。これが実態ではないか。そうした時
に個々の問題を解決する窓口は県内各地に存在す
る。例えば弁護士会であったり、精神科の医療機
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関。しかし、これらの相
談窓口は、言ってみれば
海のようなところの中に
島のような形で点在して
いて、悩みを抱えた市民
の方々がいったいどの島
に行けば自分の問題を解
決してもらえるのか、自
分で探し当てて泳いで行
かなければならない。そ
して、泳いでたどり着い
たところが自分にマッチ

していればよいが、マッチしていなければまた自分
で次の窓口まで泳いで行かなければならない。そう
しているうちに溺れてしまうのが実態ではないかと
いう風に考えました。じゃあ島同士がつながり合え
ばいいのではと。困っている人がどこかの相談窓口
にたどり着けばそこの機関の方が問題を聞き取って
自分のところで解決出来るものは解決するし、自分
のところで解決できないものは次のところを紹介す
るし、紹介だけではなく連携して物事にあたるよう
なネットワークができれば市民の方が救われるので
はないかと考えて、弁護士会が呼びかけて皆さんで
繋がり合いませんかという活動を始めました。まず
はお互いの島ができることを知り合う。各機関が
持っているスキルを情報共有し、さらにお互いの人
となりを知る。例えば弁護士は案外怖くないことを
知ってもらう。これを実現するべきではないかとい
うことで呼びかけまして、様々な企画を開催しまし
た。例えば超連続勉強会と称して、各機関が持つス
キルを一気に紹介し合う勉強会ですとか、あと総合
相談会という形で様々な専門職の方、弁護士・社労
士・社会福祉士、保健師・精神保健福祉士、それか
らハローワークの窓口の方、生活保護窓口の方、あ
らゆる方が一堂に会して、ワンストップで相談を受
けるというような会もやりました。また、「うきう
き人権フェスタ」という柔らかいイベントも開催し
ました。ここには県の副知事、地元選出の国会議員
の先生にもおいでいただきました。
その中で気が付いたことは、やっぱり待っている
だけではだめだと。こちらから出ていって色んなと
ころと繋がりを持たないと弁護士会の活動は中々広
がらないのだなと。市民の相談を受けている様々な
窓口の方と連携して、法律問題が起きた時にスムー
ズに弁護士、弁護士会につなげてもらうような関係
を構築する必要があると気が付きました。それで平
成27年の執行部から百カ所巡りと称しまして、会長
以下役員が出かけていって弁護士会の活動を紹介す
るようなことをいたしました。新潟県は大変広く、
東から西まで各地を回りまして色々なところに挨拶
に行きました。すると、非常に歓迎していただけ
る。弁護士がこんなところまで来るとは思わなかっ
たとか、弁護士会がこんな活動しているとは知らな

かったとか、弁護士が身近に感じられるようになっ
たとか、そういうお話をいただき大変盛り上がりま
した。それからトップ会談。新潟県警察本部の本部
長に、百カ所巡りでご挨拶に行った際に特殊詐欺の
話になりまして、弁護士会としても被害回復をして
犯罪収益を吐き出させないとこの犯罪は無くならな
いので警察と連携させていただきたいと話すと、本
部長がすぐに関係部長を呼んで今年の三月に県警と
特殊詐欺に関する連携協定を締結する実績に繋がり
ました。とにかく動きがとても早いですね。連携活
動から百カ所巡りをしてきているわけですが、その
ような活動の中で弁政連に大変助けられているとい
うのがございます。何よりも弁護士会の役員が国会
議員の先生に様々な要請をするときには当会ではほ
ぼ弁政連から仲介をしていただいています。弁政連
が普段から国会議員の先生と良好な関係を築かれて
いますので、弁護士会の役員は国会議員にアプロー
チがとってもしやすいということで助かっておりま
す。それと弁政連の主催で毎年 4月に弁護士会新執
行部の披露会を開催しております。披露会が行政、
代議士の先生方、それから各種団体と弁護士会の距
離をぎゅっと縮める大切な役割を果たしています。
かなりの国会議員の先生方ご本人、それに自治体の
首長にもおいでいただいています。その披露会の中
でも柔らかい感じで各テーブルに分かれて弁護士会
へのリクエストを書いていただいて、それをステー
ジに貼って新年度の役員が見て回答していくという
こともやっておりまして、大変盛り上がりました。
そんなことで弁政連の活動があって、弁護士会の活
動も非常にやりやすくなっております。
【菊地】　百カ所めぐりの中には島も入っているので
すか。
【佐藤】　入っています。総人口が380人ぐらいの粟
島浦村にも行きました。ここで村の職員さんに、こ
ちらの島で法律相談会をしたいけど、小さな島なの
で、島で相談会を開いても、弁護士に相談しに来た
ことが他の島民にばれるのを心配して誰も相談に来
ないのではないかと話したところ、それじゃあ全戸
訪問をすればいいですよと提案され、実際に全戸訪
問で法律相談を実施しました。そうしたところ十数
件、実質的な法律相談があってやる意味はあったな
と、そういう形で繋がりを持たせてもらいました。
【庄司】　三重県支部の庄司です。平成22年にできた
若い支部で、私は初年度から事務局長をやらせてい
ただいていております。道半ばですが、行政との連
携を徐々に深めている経緯についてお話をさせても
らえればと思います。
当支部では、設立して 2年くらいは、国会議員の
みを対象に活動をしていました。ただ、地方の弁護
士としては、国政の問題もあるのですが、実際抱え
ている政治課題としては、DV被害の問題だった
り、高齢者の問題だったり、法教育だったり、民暴
に関する問題など、身近な問題が多く、地方自治体
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レベルで要望していくべ
き問題の方が多いため、
やはり地方自治体のレベ
ルで連携を深めていくべ
きではないかという発想
が出てきました。また、
そういう身近な話をして
いく方が、会員も実感を
持ちやすいし、会員増強
につながるのではという
考えもありました。具体
的な取り組みとしては、

県会議員と懇親会を持つところからスタートしまし
て、知事との意見交換も実施させていただきまし
た。その中で、どういう形で要望をしてくのが良い
か模索していましたが、弁護士会の各委員長の方々
にそれぞれ課題を持ち寄っていただいて、それをま
とめた要望集を作成して、渡すという方法をとるこ
とにしました。平成26年は、三重県議会で法曹人口
の問題に関する請願を通そうという方針を掲げまし
て、その中で三重県議会の民進党系会派新政みえ、
自民党三重県連、公明党ら、県会議員ほぼすべての
会派に事前に根回しをやりました。その後、弁護士
会から正式に請願を出して、最終的に昨年三重県議
会で請願を通すことができました。この活動を通じ
て地方議員との一定のつながりができたと思いま
す。先程お話しました要望集については、今年最新
版にブラッシュアップしたものを作成しました。そ
れから、当支部で、他に工夫しているとすれば定期
総会です。弁政連の支部の定期総会後の懇親会に、
国会議員と行政の首長、それから県会議員をお呼び
するということをしております。例年、懇親会の乾
杯が始まる前、時間をとって要望することの骨子を
説明して、それから乾杯をするという形にして、と
にかく耳に入れるように工夫しています。ちなみ
に、県議会の会派で要望を話させていただきます
と、県の政策担当者もそこに来ていて、そのまま行
政に通るということもあります。
【菊地】　定期総会の懇親会にお呼びするとみなさん
いらっしゃるのですか。また要望書に対し、皆さん
答えてくれるのですか。
【庄司】　秘書の方がいらっしゃる場合も多いですけ
ど、ご本人が出席される国会議員もいます。定期総
会の日程を、向こうに合わせて、国会議員が帰って
きやすい週末に設定しています。また、要望書に対
しては、みなさん項目別に答えてくださいます。
【湯澤】　群馬弁護士会の55期湯澤です。自治体等連
携センターの方の委員をしております。立場的には
地元の群馬弁護士会の業革委員会の委員長をやって
いる関係で、群馬の状況についてお話できればと
思っています。群馬も同じような状況でして、従前
は中央の方からいわれたことをやるというような形
でやっておりました。ここ最近でいえば25年の12月

16日付けで法曹養成制度の見直しを求める意見書を
県議会で出してもらったり、中央の課題を国会議員
だとか県議会に出してもらうという活動をずっと続
けてきました。しかし昨年の11月18日に自民党の県
議会の議員と、25日には県知事と懇談会、懇親会を
行っております。今年は地元の県議会議員の方々と
ゴルフ大会をしています。あまり堅苦しくない懇親
会というか懇談会という形で行いました。出席者は
群馬弁護士会が20名。弁政連側10名ぐらい、県議会
議員は自民党は10名程度来ていただきました。弁護
士会の会長の方から要望事項を自民党の県議団に提
出させていただいた。招請勧誘の問題ですとか、地
域包括ケアシステムとの連携強化、児童相談所との
連携強化。生活困窮者自立支援の関係、ワークグ
ループ教育の実施、賃金の改善、条例。外国人就業
者の日本語教育の現状の調査と改善対応、それから
行政連携の支援の強化ですとか、地方修習生に対す
る給費手当の創出など、弁護士会が抱えている問題
と思っていることを会長の方から伝えてもらった。
これは会長から各委員会に事前に県議団と話をする
ときに要望してもらいたい事項を出してもらって、
その上で要請をしたということです。県議団の方は
県民に対する司法サービスの提供とか県議会と弁護
士会の連携のあり方をどうするべきか、条例の制
定・改廃についての弁護士会の助言・協力の話がで
ました。助言協力については、先輩弁護士から県議
一人につき 2名ぐらい弁護士を張り付けようという
ような勢いのある話も出ました。知事との懇談会の
時はそこまで堅苦しい内容ではなかったのですけ
ど、行政連携のお品書きが完成した頃でして、これ
をアピールをさせてもらい、知事の方からは「本気
でやる気があるのか」と発破をかけられました。総
務部長からその後行政連携のお品書きをある程度欲
しいと話をいただきまして、多分各部署に回ってい
ると思います。今年も交流会などを開ければなと
思っております。
群馬県は今年は弁護士が包括外部監査人を担当す
ることになりました。公認会計士の資格も持ってい
る弁護士なので両団体から推薦したような形を取っ
たという経緯はあるのですが、一歩進んだかなと思
います。あと高崎市にも包括外部監査人に弁護士を
選んでもらえないかと訴えましたが、市長からは選
挙で協力してもらえないよねとずばり言われまし
た。弁政連の力をここでも借りられればと思いまし
た。連携センター主催の新潟での公金債権回収に関
するシンポジウムに参加をさせてもらって、群馬県
の職員もいらっしゃっていて、名刺の交換とか話を
して仲良くなったのですが、今年に入って部下の方
が私の事務所まできて、ぜひ話がしたいと。県の整
備部の住宅政策課で滞納対策の方と何ができるかと
いう話になりました。県の実務を扱っている方々と
の交流も大切だと思います。弁政連の方で県のトッ
プの方と話をつけておくと下の方も動きやすいので
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はと思います。弁政連としては少しずつでもトップ
と下との交流を地道にできればと思っております。
【田邊】　山梨は包括外部監査制度がスタートして三
代目までは弁護士でしたけど、その後は残念ながら
弁護士ではない状態が続いております。
【菊地】　日弁連の連携センターでは包括外部監査人
に弁護士をという大キャンペーンをやっております
ので、弁政連各支部でもやってもらえれば大きな力
になりますし、徐々にその効果がでています。弁護
士を議員に張り付けるという広島のアドバイザー構
想はどうですか。

【緒方】　弁政連の支部総会の時に国会議員、それか
ら各政党の幹事長、全部お呼びしています。ところ
が、行政書士会の総会というのはすさまじい。行政
書士の政連は選挙協力をする、ポスター貼りから選
挙事務所に人を出す、そこで行政不服申立の代理権
くれと。本当にすさまじい人数が来ます。これに対
して弁政連は、国会議員、県会議員をお呼びして、
そこで何が僕たちの「売り」になるのかというと実
は無いんですね。そこではたと気づきました。それ
を言ったらその瞬間に出席していた議員がはっとし
た顔をしたから、これだと思ったことがある。それ
は何かというと、「選挙制度に弁護士は精通してい
る。みなさんが統一地方選挙の時に広島県の弁政連
から一人ずつ全部公職選挙法の対策で弁護士を付け
ます。24時間体制をつくるから電話ください。ポス
ターがどうとか集会がどうとか全部対応します」と
やった。それはいいということになった。じゃあ若
手が動いてくれるか、「仕事は待ってても来ない
ぞ。外に出ていこう」と号令する。弁政連は若手の
仕事を掘り起こすということを裏の主命題にすべき
です。どうしたかというと各市会議員、県会議員は
必ず後援会をもっているわけですよ。その後援会で
「法律相談は何でもしてください。あなたの先生は
この弁護士、あなたの先生はこの弁護士。いつでも
何でも言ってください」という形で法律相談をサ
ポートしながら統一地方選の前後に渡っての公職選
挙法上のガードシステムを作るということを弁政連
の主命題として、いま一生懸命やっている。そのた
めの勉強会をやらなければならない。県警のOBで
選挙の取り締まりをやっていた人を呼んで、若手み
んなで実際の選挙法違反の取り締まりはこんなとこ
ろなんだなと学習する。これはぜひ皆さん工夫して
やられたらいいと思います。とにかく議員の奥さん
も来なさい。それから秘書も来なさいと。極め付き
は全部教えてあげるよという勉強会をやろうと思っ
ています。かゆいところに手が届くサービスを市会
議員、県会議員にずっとしていこうと。そこで若手
も法律相談などで勉強になる。
それから自治体の顧問弁護士がいる。その顧問弁
護士というのは大体年取った人ですよ。そこら辺を

フル活用して私もいくつ
か市町村の顧問をやって
いるけども、直接携帯電
話で市長に電話をかけら
れるわけです。市長これ
こうだからちょっとやっ
たらどうかなと。大先輩
をフル活用すること。十
重二十重に取り囲んで包
括外部監査はこうなので
はと。広島市はその方式
で元日弁連副会長が努力
して決めてくれましたよ。そういう風に我々は政治
的に動かなければならないと思います。弁護士が政
治的に動くことは汚らわしいという風な教育を私ど
もは受けてきたけれども、政治的に動かなければ誰
も後ろから付いてこないし、一言居士で終わる。い
かに政治的に動くかというのを一生懸命に学んだ方
がいいと思います。
最後に県警との特殊詐欺対策チームの立ち上げ。
彼らが困っているのは何かというと今の特殊詐欺は
被害者も犯罪者の共犯だと仕立て上げる詐欺なんで
すよ。未公開株のこういうのがあるからこうであな
ただけに特別にこれ買い戻したのは実は犯罪なので
すと、警察に行ったらあなたも犯罪で、パクられて
しまうから絶対に内緒よといって犯罪者として巻き
込みながら詐欺をやるのが全国で流行ってますよ
ね。その苦労話をきいて、よし弁護士に相談するな
ら警察に相談するのではないからハードルが低いだ
ろうと。じゃあそこはお互いに協力して弁護士に相
談するようにしよう。すぐ消費者委員会の委員長に
言って六人ほど集めてもらって弁政連も集まって、
弁護士会で一本専用の電話を作ろう。それからス
テッカーを作ろう。60万の予算が出ました。県警と
相談しながらステッカーを貼ってもらう。そのス
テッカーは分かりやすくてシンプルで電話番号が
入っている。これを貼ってもらう。どうやってばら
まくかというと、県会議員、市会議員はみんな後援
会を持っている、お年寄りを知っている。このス
テッカーをもっていって、弁護士さんがこういうこ
とをやっているから貼っておいてくれと。こういう
仕掛けをしていてこの秋にはステッカーも出来上
がってきてスタートするわけです。特殊詐欺につい
ての対策チームは絶対に成功すると思いますけど、
予算もステッカーも人も全部できてきてこれで大き
くやっていける。県警ではオレオレ詐欺の被害を10
億にとどめるアンダーテン（10）作戦をやっている。
一時25億あったが14億になって10億以下にとどめた
いと。弁護士さんが一緒になってこうやっていると
大宣伝すれば犯罪者は他の県に行くでしょうねと。
そういうガードシステムができた。
アイデアは星の数ほど出てきているのですが、ま
ずひとつひとつ着実にやって必ず若手の仕事にな
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座談会

る、弁護士としての仕事になるとだから弁政連の会
員はほぼ全員が希望を出して業務対策委員会に入っ
てもらいました。業務対策委員会と弁政連をラップ
させてとにかく活性化するということで弁護士会と
リレーしてやっております。そんな感じで楽な気持
でやっておりますので、よろしくお願いします。

【菊地】　素晴らしい話をありがとうございます。弁
政連と弁護士会の橋渡しが自然にできている。緒方
先生の力量もあると思いますが、どうやって弁政連
が弁護士会とコラボするのか。橋渡しをしてうまく
つなげて行政につなげていくのかという工夫があれ
ばお聞かせいただきたいのですが、いかがですか。
【庄司】　三重県の話になりますけど、私もそうだっ
たのですけど、弁政連のこと自体を、しっかりと認
識されている会員が意外と少ないですね。そこで
我々の支部では、委員長レベルの方を招いて意見交
換会をして弁政連はこういう活動をしていると具体
的に説明をする機会を設けました。
【菊地】　行政連携を弁護士会の活動の支えにしなけ
ればという脈絡で言うと、弁政連と委員会の意見交
換を「行政連携」をキーワードにして何かできそう
ですね。先ほど新潟では役員披露会の開催を弁政連
が仕切るなんていうのは、なかなかユニーク。
【佐藤】　弁政連の会議に執行部の理事者が必ず出席
をしておりますので、弁政連と執行部の連携がきっ
ちりできている。弁政連の支部長は弁護士会の会長
経験者。終わってすぐではないですが。
【緒方】　弁護士会長を退任したら弁政連の支部役員
になるというルーティーンを作らないと。
【田邊】　山梨では弁政連の周知度はそこそこぐらい
ですが、やはり若い人達にどれくらい認識しても
らっているかというとちょっと心もとない。若い人
達とじっくりと弁政連の有用性とか何の為にあるの
かということをきちんとやる機会を持たずにきたな
というのが反省点。ただ緒方先生が話されたとお
り、実は会長とかを経験するとつくづく政治の力と
か政治に働きかけることがどれくらい大事かという
のが身に染みることになるのですが、意外にそれま
ではわかっていないようです。会長を終わって、目
覚めて弁政連を一生懸命やるというのが大事です
し、本当はもっと早い段階でその辺の意識を高める
ことが大切だと改めて思いました。割と若い先生が
後援会活動とか個々の政治家をアシストするとか、
政治家に関心を持っている風はあるので、なんとか
特に60期台の先生を集めてやっぱり今までの反省を
含めて今後の方針を立てたいと改めて思っておりま
す。
【湯澤】　群馬は、弁護士会の活動そのものに若手の
先生がなかなか参加してくれない状況です。弁政連
の活動に大きく関わるのは業務改革委員会ですが、
業革の委員長をやっている身としては若手が委員会

に出てきてくれない中
で、弁政連からこれやっ
てくれと言われてもマン
パワーを割けない。すご
くジレンマを感じていま
す。そもそも弁政連その
ものを知らないというこ
とですよね。私たちも説
明を受けて弁政連に入っ
たわけではないので、入
るものだよという形で会
費の請求が来て払いまし
た。だんだんと一年に一回の総会に若干顔を出し
て、活動に参加して、ああなんとなくそういう団体
なのだなということがわかってきて、三重県のよう
に本当は説明する機会が必要なのかなって。
【緒方】　作戦組んで、若手も呼んで。広島では地元
選出の岸田文雄議員をお呼びして、若手に目の前で
現職の外務大臣と会ってもらいました。そういう場
で、こんな話あんな話して経験してもらわないとだ
めな気がする。
【庄司】　三重では半分ぐらいが60期台です。私が個
人的に弁政連をやらなければと思うところがあっ
て、若手の仲間達に伝えていって少しずつ増やした
ところがありました。平成22年に初めて、三重県支
部として政党の団体懇親会に行ったのですが、そこ
で非常にショックを受けました。行政書士会、社労
士会ら他士業の政治団体から、弁護士では不十分だ
から権益拡大しろという話がずっと続くのです。こ
れが毎年行われていたのかと。このような団体懇親
会で行われていることと、近年の他士業の権益拡大
傾向とが全く無関係だとは思えず、この状況を放っ
ておいてよいのかと強く思いました。弁護士が政治
と距離を置くという考えをする方の気持ちも分から
なくはないのですが、我が国のおかれた現在の状況
からすれば、弁護士業務のパイが少なくなることは
目に見えています。一方で、歯止めをかけたいとは
思いますが、弁護士は増員傾向にあります。その中
で、こういうことがずっと行われていて、弁護士だ
けが何もしないままでいいのかと私の中に強烈に刻
まれました。その話を仲間にしていって、少しずつ
若手を増やしていったということはあります。本
日、緒方先生の弁政連の活動で仕事が増えるという
のはすごく新鮮でいい話を聞けたなと思いました。
他方で、権益だけではなくて、少年法の適用年齢
の引き下げ反対等の人権の話を直接持って行くと、
弁護士は弁護士なのだという話の聞き方をしてくれ
る政治家も必ず現れます。我々は、人権擁護の団体
で、人権擁護の話をしていって理解してもらう。権
益拡大だけの団体ではないと伝えていくことも、耳
を傾けてくれるきっかけになるのかなと。法曹人口
の問題も、権益を守るために言っているのではと、
はなから思っている政治家もいる。法曹人口の話
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も、弁護士が権益を守りたいという話ではなくて、
人権の話であり、我が国の社会の有様そのものをど
うするのかという話で、そこを大きく変えてしまう
話だと一生懸命話すと理解してもらえる。人権擁護
という、私たちにしかできないことを伝え、他の士
業との違いを理解してもらうことも大事かなと思っ
ております。
【田邊】　先生のおっしゃる通りで、県レベルの政治
家と話していてもそうですが、確かに権益拡大、他
の士業の総会などに招待されると露骨にかなりその
部分が強く出るのですが、我々がそれに比べて何を
いつも話しているかというと、社会の問題、先ほど
も申し上げた福祉の分野での話とかが多くなる。よ
く考えればそれが私たちの仕事なので、議員の人た
ちにもきちんとした正論で政治に関与したいと思う
人は多い。その時に弁護士会にはこれだけの公益的
な活動をしていて例えば公害環境であればそういう
委員会があって、高齢者・障がい者もそうです。こ
れだけシンクタンクのような存在があるのにもった
いないじゃないかと。いろんなことを政治家として
進めていく上での貴重な宝庫がいっぱいありますよ
と。議員独自に条例を作るのであればそれは自分達
で議会事務局に何となく助けてもらうのではなく、
弁護士会を大いに利用してもらう必要がある。直ち
に若い人たちのその日その日の仕事に直結するわけ
ではないけど、そういう活動を通じて弁護士会のプ
レゼンスみたいなものをひきあげていく戦略的なも
のが長期的に必要であるという思いがあります。そ
の為に政治家に理解してもらう必要があり、政治家
が直に弁護士会というとやりにくい場面もあるだろ
うから、適宜に弁政連という日ごろ政治家の皆さん
とパイプを持つような活動をしている受け皿をうま
く利用しながら正面から弁護士会に議論を展開して
もらう。法曹人口の問題も単なる食えない話ではな
く、きちんとしたルールオブローとか権利擁護の問
題としてアピールすることが大事だと思います。
【緒方】　それならわかりやすく言った方がいいと思
う。他の士業の予算の方も見てみて。医師会でもど
こでもいい、弁護士会の予算も見てみて。弁護士会
ほど人権のために予算使っている団体はないよ。そ
れをパッと言ったらわかってくれる。あと自治権を
もって司法の独立の部分を人権擁護のために担って
いるということも真正面からいう。ある広島選出の
国会議員から「緒方さんこれ、司法が崩れたらいけ
んね。真正面から言えば真正面からわかってくれま
すよ。そこを実証的に言わないとあの人たちは分
かってくれない。金これだけ使っているよと。自分
達のためじゃないことに。」と言われた。
僕たちの働きかけが足りない。業務で裁判所門前
町みたいに人が寄って来てくれたので、お高く留
まっている風な歴史があったと思う。前に言ったよ
うに、待っているのではなく「こちらから出ていこ
う」と。基本的にそういう時代に入っていることを

自覚してもらわないとね。
【佐藤】　弁護士会は本当にいろんな活動をしてい
て、話せばそんなことをしているのですか素晴らし
いですねと理解してもらえるのですが、全然話して
いない。先ほど門前町という話がありましたがその
通りで、来たら相談受けますよ。来たらアドバイス
できますよと形でやっていた。これからは、こちら
から出ていかなければならない。それをしないとす
ごくもったいない。それをしっかり普段からしてい
ればいざ法曹人口の問題だとか業務拡大に関わる問
題であっても真剣に耳を傾けてくださるのではない
かなと。現に法曹人口問題については普段から人権
擁護活動でつながりがある国会議員の先生にはすっ
と理解していただきました。弁護士会がやっている
活動をこちらから出ていっていろんなところに知っ
ていただくということは大事なのだなと思います。
【菊地】　弁政連の活動の柱の一つは今までの弁政連
のやってきた国会要請。これは相変わらず必要な活
動です。ただ日々の支部の若い先生を引き付けられ
る仕事につなげる活動の方向性を緒方先生からいた
だきました。一方では群馬でも他の弁護士会でも委
員会活動自体が停滞している。弁政連までたどり着
かないというような話もあったのですが、委員会活
動とこの弁政連のあり方というか取組み方というの
は工夫すれば風穴ができそうな感じが広島から吹い
てくるのかなと思いますが、どうですかその辺。
【緒方】　我々の職業基盤を確固とするための新しい
法律を作らせなければならないというような法制度
の創設を目的とするのはどうか。例えば確定日付の
付与はなぜ弁護士にではなく公証人のみが取り扱う
のか。三億円以上の契約に関しては弁護士が関係し
て契約の動機まで全部聞いて証明書を作る。それに
ついては少なからずコミッションをもらうと。そう
いう様々な弁護士の法廷活動以外の経済基盤整備に
ついての法律の改正。その目標をどう立てていくの
かということを弁政連全体として考えていく必要が
ある。弁政連が政治運動として我々の基盤整備の目
標と意識を持つ必要がある。弁護士とその家族専用
のカードの作成を一気にやると弁護士会にどの程度
の収入が増加するのかとか、なぜ弁護士協同組合で
車のリースや保険業務をやらないのかとか、人権活
動との両立てという意識を日弁連も単位弁護士会も
持ち、若手の要求をくみ上げることを是非やってい
ただきたいと思います。

【菊地】　弁政連は政治と直結した活動、特に弁護士
の活動領域を拡大する立法活動が若い先生を引き付
けるのではという話や弁政連が弁護士のプレゼンス
を高める広報的な活動を積極的にすべきだという話
をいただきました。最後に本部に対して要望をいた
だきたいと思います。
【庄司】　本部でも何かまとまった議員・首長に対す
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座談会

る要望集のようなものを策定していただければそれ
をぜひ参考にさせていただきたい。
【湯澤】　弁政連の活動として川上と川下の両方を攻
めていかないと動かないのかなと。川下の方もどれ
だけマンパワーが裂けるのかわからないですけど、
川下が動くには川上がかなりやってもらうと動きや
すいかなと。例えば空き家の関係の協議会に弁護士
会が呼ばれて初めていったのですけど、ほとんどお
客様扱いで弁護士会に何ができるのですかというぐ
らいな雰囲気。先ほども出ましたけど、行政書士会
とかすごいパワーがあってこの仕事を取りに行って
いると感じた。多分中央の方でもそれなりの対策を
立てていると思いますけど、川下の人間としてはそ
こで初めてぽっと行って、外様じゃないですけど、
プカプカ一人海に浮かんでいるような感じだった。
そこら辺の中央と地方の差がないように活動をして
いきたいし、中央からどんどん情報をいただけると
ありがたい。
【佐藤】　各政党の政策形成過程手続きがどうなって
いるのかが現場には見えてこないのですね。それこ
そ自民党の秘書の方とお話をしたら「きちんと自民
党の中には政策決定の過程というものがある。こう
いう手順を踏んでやっているので今頃要請されても
遅いんですよ」という話をされました。もしそう
いった政策、意思決定過程がどうなっているのかと
いう情報を弁政連内でお持ちでしたらそれをご提供
いただけるとありがたい。もうこの段階から動かな
いと準備ができないのではと思います。
【田邊】　いろいろな情報提供が大きいのかなと思い
ます。山梨の場合は福祉との連携が進んでいると自
負していますが、政策決定過程もそうですが、福祉
関連の政策を進めようとするとどうしても予算の問

題にぶち当たる。どういうところにどういうお金が
あってどういう風にそれを利用するとここで使える
のかという仕組みについては全く素人みたいです。
例えば厚労省なんかはどういうお金を使えるのか、
総務省はどうなのか、そういったところの大きな予
算に絡むような情報だとか、どこのボタンを押すと
かなりいいのだというようなそういった知識がなく
割と場当たり的にやっている。それから福祉の分野
で各委員会がやろうとする企画は個別にたくさんあ
るのですが、縦割りになっていて同じようなことを
やっている委員会があったりするので、執行部が中
心となって全体を見渡して弁政連と協議してこの委
員会がやっているこの部分についてはピックアップ
して議員や知事や首長に対してプレゼンを戦略的に
やりましょうということが大切です。
【菊地】　本日は長時間にわたり、貴重なお話をうか
がい、ありがとうございました。
日弁連が進めている行政連携活動が、各弁護士会
でも積極的に展開されており、それには弁政連が橋
渡しをしている、さらには弁政連が中心となって積
極的に政策提言をするという方向性が見えてきて、
大変有意義な座談となったことを、改めて御礼申し
上げます。
国・自治体等と弁護士との連携は、格差社会にお
ける法的救済を求める人達へのアクセス手段であ
り、人権擁護の直接的な弁護実践です。自治体等連
携センターの活動が、弁政連各支部と弁護士会とコ
ラボして推進していくという力強いお話を賜り、勇
気がわきました。ありがとうございました。

（平成28年 7 月12日　於霞が関弁護士会館）
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弁政連が推薦し当選された
参議院議員の方々からの抱負

氏名

所属政党名

選挙区

抱負

参議院議員選挙（2016年 7 月10日施行）

秋野　公造
公明党
比例
ピロリ菌除菌保
険適用実現の経
験を活かし健康
政策に尽力しま
す！

足立　信也
民進党
大分県
多様性を認めあ
う強くてしなや
かな社会を将来
世代のために作
る。

石川　博崇
公明党
大阪府
現場の声を聞き、
景気対策・地域
再生・平和外交
に尽力します。

市田　忠義
日本共産党
比例
憲法改悪反対、
平和と民主主義、
個人の尊厳を守
るため力を尽す。

伊藤　孝江
公明党
兵庫県
弁護士としての
経験を生かし、
一人に寄り添う
政治を実現致し
ます。

猪口　邦子
自由民主党
千葉県
初代大臣だった
少子化対策と大
使や教授として
専門の軍縮外交
を進めます。

岡田　　広
自由民主党
茨城県
より良い司法制
度実現のために
皆様と共に尽力
してまいります。

小川　敏夫
民進党
東京都
平和の理念と議
会制民主主義を
守るため、しっ
かりと頑張りま
す。

郡司　　彰
副議長
茨城県
二院制に於ける
参院の在り方を
検討。立憲主義、
平和主義を守る。

小西　洋之
民進党
千葉県
法の支配と憲法
を国民の手に取
り戻すため、信
念を持って闘い
ます。

櫻井　　充
民進党
宮城県
日本の平和と立
憲主義を守るた
め、全力を尽く
して参ります。

大門実紀史
日本共産党
比例
憲法改悪阻止、
立憲主義回復の
ために全力でが
んばります。

竹谷とし子
公明党
東京都
「財政の見える
化」による日本
の経営改革に引
き続き全力で挑
戦します。

谷合　正明
公明党
比例
人道支援の経験
を生かし、外交・
難民問題や若者
雇用の創出に取
り組みます。

鶴保　庸介
自由民主党
和歌山県
しっかりと仕事
をすることで、
いただいたご恩
に報いてまいり
ます。

長沢　広明
公明党
比例
徹して「一人」
を大切に、悩め
る人の側に立っ
て政治を進めて
まいります。

西田　実仁
公明党
埼玉県
流した汗が報わ
れる公平・公正
な社会を作るた
めの環境整備に
取り組む。

浜田　昌良
公明党
比例
生命を守る災害
対策を強化し、
若者の笑顔が輝
く施策や地方創
生を推進します。

福島みずほ
社会民主党
比例
憲法が改悪され
ないように、国
会の内外で頑
張ってまいりま
す！

福山　哲郎
民進党
京都府
平和主義を守り、
誰一人排除され
ない包摂社会を
めざします。

増子　輝彦
民進党
福島県
復興と平和をす
すめ、公約実現
に全力を尽くし
ます！

松村　祥史
自由民主党
熊本県
安心安全に生活
できる地域づく
り、活力ある日
本再生に努めま
す。

真山　勇一
民進党
神奈川県
良識の府の議論
と使命を守るた
めに、 2期目も
全力で取り組み
ます。

宮沢　洋一
自由民主党
広島県
確信できる未来
へ向けて、山積
する諸課題に真
摯に取り組みま
す。

元榮太一郎
自由民主党
千葉県
立法・司法両方
の立場から、悩
みを抱える方々
の力となりたい。

柳田　　稔
民進党
広島県
皆様とともに「誰
もが安心して暮
らせる社会」の
実現に向け頑張
ります。

山添　　拓
日本共産党
東京都
憲法いかし希望
ある社会の実現
に弁護士の一人
としても頑張り
ます。

横山　信一
公明党
比例
地方の隅々まで
希望がゆきわた
る社会の実現に
努力して参りま
す。

蓮 舫
民進党
東京都
税金の分配の在
り方を変える。
将来世代のため
に人への投資を
行う。 敬称略・五十音順
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Ｑ．法曹から国会議員を目指したきっかけ

Ａ． 未知の世界に飛び込んでみたかった
きっかけは、大きく二つあります。直接には、
ちょうど2007年の参議院選挙の前に自民党の塩川正
十郎先生から出馬してはどうかと誘われたことで
す。もう一つは、それまで10年近くマスコミに関
わってきて、自分の生き方としてそれまでとは異な
る角度からチャレンジをしたいと、法律の世界とも
異なる未知の世界に飛び込んでみたいという好奇心
が湧いたことです。

Ｑ．法曹資格が議員活動に与える影響

Ａ．政界でも自分の生き様を貫く
弁護士の肩書で当選しているので、法務委員会に
所属して、司法制度改革に携わって、というのはも
ちろんあります。ただ、弁護士業務をしていたとき
の自分はある意味一匹狼で自分の好きなようにやっ
ていたわけですが、政界、特に参議院というところ
は古いしきたりに縛られた権威主義の世界で、元々
議員出身の方であれば分かりきったことなのかもし
れませんが、自分には合わず、なかなか苦しい時期
がありました。それでも私は自分の生き様を貫い
て、個人の視点を強調してやっています。なので、
派閥にも属さず、また金集めの政治資金パーティー
もやらないと決めて、今までのところ一切やらず、

やせ我慢を貫いております。

Ｑ．実現したい政策課題

Ａ．個人の権利を護る司法大国をつくる
とにかく司法を強くして、司法中心の国家・社会を
つくるということですね。日本の社会は本当に個人の
権利主張の弱い社会で、組織・集団の統制が強く、
個人の自由という視点から見ると、法の支配には程遠
い状況と感じます。いわば「世間法」が憲法の上に
あり、個人がこの世間という目に見えない集団に縛ら
れていることをつくづく感じます。個人の自由や主張
を表明する場として司法を活用するなら、司法は、日
本の社会、文化の在り方を構造的に変える力を内に
秘めているはずです。そのうえで、司法を通じて個
人の権利を強く保護する司法大国にならないといけな
いと考えます。この点では、日本の裁判所はもっと個
人の権利や利益、主張を大胆に認める方向に姿勢を
変革しなくてはいけません。日本の司法界の最大の
問題は、裁判所の意識の低さにあります。

Ｑ．議員になった実感と法曹へのメッセージ

Ａ． 若いうちは弁護士業務を究めてほしい
正直、弁護士ほど素晴らしい職業はないと思いま
す。まず、自由。生活設計が自由で、不当なことに
対しては断固として闘うことができますし、いろい
ろな分野で幸福実現のためにプロとして独立して活
躍できるのは他の職業にはない特長です。政治家と
なると、地方議員はまだよいですが、国会議員は弁
護士出身でも数多くの中のただの一議員で終わって
しまい、期待した成果を得られない可能性が高いか
もしれません。特に若い方には、とにかく問題解決
のための交渉や訴訟などを通じて、弁護士の権限を
最大限に活用してみることをお勧めします。個人の
生き方、社会の在り方、国の在り方などを個々の事
件を通じて問い直すことができます。その中で人間
としての成長が大いにあるはず。議員になるのはもっ
と年配になってからの方がずっと良いと思います。

丸山　和也　議員
 参議院・比例（自由民主党）
 第一東京弁護士会会員

（インタビュアー　企画委員会委員長代行　豊田 賢治）

　テレビでよく拝見していた丸山先生に直接お会
いすることができました。丸山先生はテレビに出演
していたときと同じくダンディーな出で立ちで、お
話の内容は厳しさをにじませるもので、弁護士で
あっても政治家であってもプロフェッショナルだな
という印象を強く受けました。 （豊田 賢治）

弁護士議員に聞く
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弁護士議員に聞く

Ｑ．法曹から国会議員を目指したきっかけ

Ａ．憲法を活かすために闘う議員を目指して
　私は、九州で、四大公害訴訟の時代に生まれ、育
ちました。大企業の合理化も進んでおり、人が道具
のように使い捨てにされる、そのような社会の矛盾
に怒りを覚えました。そして、京都大学に進学し、
憲法を実現するために立ち向かう弁護士の姿に感動
し、司法試験を受け、少し時間はかかったのですが
弁護士になりました。その後、共産党から立候補の
要請を受け、最初は断っておりましたが、「器かど
うか決めるのは君ではなく国民なんだ」という言葉
に動かされ、国会議員になりました。

Ｑ．法曹資格が議員活動に与える影響

Ａ．リーガルマインドと法曹のつながり
　まず、実定法の全体像を把握しているので、日本
社会の諸問題が、法的にみてどのような問題になる
のかを端的に把握できます。政府の狙いが政府提出
法案にどう表現されているのか、また面前の問題解
決のためにどのような議員立法が必要か、考えるこ
とができます。さらに、憲法の理念に根差したリー
ガルマインドを学んでいるので、立場が違えど、目
の前の問題を解決するための建設的な議論を行えま

す。また、法曹同士の横のつながりも強いので、日
弁連や弁政連などから知恵や力をいただけるのも貴
重な財産でしょう。加えて、法曹資格をもった議員
同士で問題意識を共有しあうこともあります。家族
法改正問題等や無戸籍問題などで情報交換を活発に
行いました。

Ｑ．実現したい政策課題

Ａ．戦争法案の廃止と治安立法の阻止
　憲法が定める国民主権は豊かな中身を持っていま
す。憲法が生きる時代を作るために、戦争法案「安
保法制」の廃止を求めたい。また、特定秘密保護法・
盗聴法・新共謀罪など、治安立法の動きが強まって
いますが、そうした動きを阻止し、デュープロセス
が保障される社会を作るのも私の役目だと思ってお
ります。

Ｑ．法曹へのメッセージ

Ａ． 法曹を志した原点を忘れずに、仲間を大
事にして

　法曹とは、自らの良心に従い、権利と自由の実現
のために闘うものです。ただ、現在は、法曹の経済
的基盤が弱くなってきて、その志を貫徹できない状
態になっている。それは「自己責任」などという言
葉で片付けられるものではなく、制度や社会の問題
です。思想や政治的な立場は違うかもしれないが、
力を合わせて、司法修習生に対する貸与制の見直し
などをきちんと議論し、法曹の経済的基盤を確立す
る方向に政権を動かしていきましょう。

仁比　聡平　議員
 参議院・比例（日本共産党）
 福岡県弁護士会会員
（インタビュアー　企画委員会副委員長 武山 茂樹）

　しっかりとした政治的信念を持ちながら、あくま
で論理的に考えていく、まさに「温かい心と冷静
な頭脳」をお持ちだと感じました。さらに、法曹を
とりまく困難な状況を解決しようという強い意欲が
伝わってきて、法曹として力を合わせる必要性を
再確認しました。 （武山 茂樹）
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自治体と弁護士会の架け橋となる弁政連支部の活動は、非常に刺激的です。（さいとう）
今年は激しい気象災害が続いております。皆さまくれぐれもご自愛のほどを。（おがわ）
条例の起草やチェックのほか、日常的な内部法律相談に、ぜひ弁護士を。（なぎら）

自治体レベルでの行政の活性化のために弁護士が果たす役割が大きくなっていると感じます。（いとう）

編集後記

民進党全国青年大会・研修会で「条例で定める防災対策」について意見交換
民進党の第 1回全国青年大会・研修会が2016年 5 月16日、横浜市において開催され、市毛由美子幹事長、竹内彰志

企画委員会副委員長、永井翔太郎同副委員長および福島が招かれて意見交換した。
弁政連と意見交換を行う分科会では、市毛幹事長が熊本大分地震への日弁連・弁護士会の対応状況について報告し、

竹内副委員長が「条例で定める防災対策」をテーマに、防災条例を防災計画とは別途に定める意義を説明し、全国各
自治体における防災関連条例の比較報告を行った。引き続
き、群馬県議会の小川晶議員（群馬弁護士会会員）の司会
のもと、災害時の個人情報の活用、フェイスブックを利用
した情報発信等について、被災地・熊本市議会の議員を含
む分科会参加自治体議員20名と活発な意見交換を行った。  
 （企画委員会副委員長　福島 健史）

実施日 支　部 活　動　概　要

7月21日 愛知県 名古屋市議会の中川貴元議員（自由民主党市議団顧問）及び同党の若手議員 4名と愛知県弁護士会若手会員・愛知県
支部会員との間で、市会議員の活動や当該活動に関して若手弁護士が果たし得る役割等について意見交換を行った。

7月22日 石川県 柴田未来弁護士（金沢弁護士会会員）から、参議院選挙立候補に至った経緯、選挙活動中の取り組みや印象に残ったこと
などをお話いただいた。

8月31日 三重県 新政みえ（三重県議会会派）の団体懇親会において、養育費事業、児相強化、いじめ予防授業予算化を中心に当支部作
成の要望集に基づいて要望（国会議員秘書 3名も出席）。

9月 2日 三重県 自由民主党三重県連要望聞き取り会において、国政レベルでは修習手当の創設、地方レベルでは児相の強化、いじめ予防授
業予算化を中心に当支部作成の要望集に基づいて要望（国会議員秘書 5名も出席）。

支部活動ヘッドライン　2016年 7月～ 9月

自由民主党名古屋市議団有志と中小企業支援について意見交換
 愛知県支部 事務局長　髙木 道久

平成27年10月 6 日と11月12
日の二回に亘って、自由民主
党名古屋市議団に所属する名
古屋市会議員の有志と弁政連
愛知県支部との意見交換会を
実施した。11月12日に実施し
た二回目の意見交換会では、
当支部からは中村正典支部長
初め 4名の理事と 8名の若手
会員が出席したが、市議団から当選回数 3回以下の若手を中心に 8名の市会議員に出席いただくと共に、名古屋市の
幹部職員にも出席いただき、同市による中小企業支援施策に関する概括的な説明を受けた後に、特に名古屋市の「中
小企業創業支援事業」と「中小企業による新商品・新製品・新技術開発支援事業」の二つの施策に関して、愛知県弁
護士会やその所属弁護士が果たし得る役割に関する意見交換を行った。
弁護士会や弁護士に対しては、我々が想定している以上に幅広い分野や段階での法的な助言や支援を初めとして

様々な態様や方法で関与していくことが期待されていることが判り、極めて有意義な意見交換の場となった。

山本 有二 議員
自由民主党　衆議院高知 2区　当選 9回
第一東京弁護士会会員（修習35期）
衆議院法務委員長、同予算委員長、内閣府
特命担当大臣（金融担当）等を歴任。

井野 俊郎 議員
自由民主党　衆議院群馬 2区　当選 2回
群馬弁護士会会員（修習59期）
前衆議院法務委員会理事

稲田 朋美 議員
自由民主党　衆議院福井1区　当選4回
大阪弁護士会会員（修習37期）
内閣府特命担当大臣（規制改革担当）、
国家公務員制度担当大臣等を歴任。

矢倉 克夫 議員
公明党　参議院埼玉県　当選 1回
埼玉弁護士会会員（修習53期）
前参議院法務委員会理事

井野俊郎議員が法務大臣政務官に就任 矢倉克夫議員が農林水産大臣政務官に就任

山本有二議員が農林水産大臣に就任 稲田朋美議員が防衛大臣に就任


